
相談支援ファイル「はぐくみ」の使用方法

相談支援ファイル「はぐくみ」は、関係機関が協力して発達障害を含む障害のある

人とその家族の方へのより良い支援をおこなうためのファイルです。

一貫性のある支援が受けられるようご活用ください。

１ ファイルの記入

(1) 保護者の方が、その時々にお子さんの記録をしてください。なお、必要事項の記入
を関係機関の方に依頼することもできます。（ただし、医療機関では有料の場合があります。）

(2) ページ内に書き込めない場合は、用紙を追加のうえ綴って記入してください。
(3) 別紙に記入例を示していますが、全てのページをその通りに記入する必要はありま
せん。必要とするページのみお使いいただき、お子さんの支援に役立つ情報や伝えた

い内容を記入してください。

(4) 保護者の方が、使いやすいように資料を綴り、お子さん独自のファイルを作ってく
ださい。

２ ファイルの保管

(1) ファイルは保護者の方が保管してください。
(2) お子さんにとって重要なことが記入されていますので、大切に保管してください。

３ その他

(1) 保護者の方は、関係機関の方が必要とするページのみを提示することができます。

Ｖｅｒ．２
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Ｖｅｒ．２

相談支援ファイル「はぐくみ」の利用にあたって

相談支援ファイル「はぐくみ」のねらいや利用方法につい

て説明しています。

ファイルを活用するために

必ず読んでおいてください。

わたしの個人情報

支援対象者の基本情報です。最低限必要な情報をま

とめています。

わたしの家族の状況

家族の状況を記入してください。職業・勤務先等

については、無理に記入する必要はありません。

叔父、叔母程度までの相談できる親族もお書きく

ださい。

同居の場合は"同"を、別居の場合は"別"を記入してください。

健康な場合は"健"を、そうでない場合は"否"を記入してください。

わたしの緊急連絡先は、保護者などで連絡の取りやすい方を書いてください。

わたしのかかりつけの病院は、担当医師の名前も書いて下さい。
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相談・診療の状況

相談した内容や医師・保健師等から受けた説明の

内容を記入して下さい。診断や相談の覚えにもなり

ますし、診断結果を関係機関が共有して、診断に応

じた支援の方策を検討することができます。

検査結果等もわかれば記入してください。

相談・診療の状況

相談・診療年月日 相談・診療機関名 担 当

(例)平成○年○月○日 (例)○○保健所 (例)△△保健師
( )歳 ｢子どもの心とからだの総合相談｣ □□小児科医

医師や相談者から説明を受けた内容や受けた検査の結果等

(例)視線が合いにくいところがある。表情が固く笑顔が少ないが、場になれるとおも

ちゃに手を伸ばす。お気に入りのおもちゃでしっかり遊ばせるよう言われた。

３ケ月後にも様子を見るため保健所の相談に来るよう言われた。

相談・診療年月日 相談・診療機関名 担 当

(例)平成○年○月○日 （例）○○○○クリニック （例）□□先生
( )歳

医師や相談者から説明を受けた内容、受けた検査の結果、薬等

（例）血液、脳波、頭部 CT、頭部MRI、聴力、染色体、知能・発達検査等を受けた。
□□先生から△△△△と説明された。興奮を調整するために、薬を飲むように言

われた。□□先生から薬の副作用の説明を受けた。

薬の名前は○○○○、１日２回(朝・夕)飲む。

Ｖｅｒ．２



- 3 -
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わたしが持っている手帳（療育手帳等）

療育手帳等を持っている場合、手帳の種類ごと

に、等級・障害名（記載がある場合）・取得年月日

を記入します。また、等級が変更になった場合も

訂正を記入します。

わたしの福祉サービス等の利用状況

福祉サービス等の利用状況を一覧にします。福

祉サービスを利用する場合は、障害福祉サービス

受給者証をもとに記入します。

わたしの福祉サービス等の利用状況

障害支援区分 １・２・３・４・５・６

サービスの種類 実施事業者 備考（支給期間、支給量、利用量等）

介護給付
放課後等デイサー ○○○○○事業所 支給期間：平成○年○月○日～平成○年○月○日

ビス 支給量：４日／月

訓練等給付

地域生活支援事業
日中一時支援事業 ○○事業所 支給期間：平成○年○月○日～平成○年○月○日

支給量：４日／月(長期休暇中は月の日数ー８日)

移動支援事業 ○○○園 支給期間：平成○年○月○日～平成○年○月○日

支給量：１０時間／月

その他
(医療制度・年金)
育成医療 有効期間：平成○年○月○日～平成○年○月○日

精神通院医療 承認期間：平成○年○月○日～平成○年○月○日

障害年金 ○級

障害支援区分に○を付けます。
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わたしの資源マップ

個人のつながりや関係機関は大切な人的資源や社会資

源です。資源マップに人的資源や社会資源を書き出すこ

とによって、チーム支援や資源の有効活用について検討

できます。

わたしの成長の記録

お子さんの成長の軌跡を綴ります。様々なエピソー

ド等を写真も添えて記録しましょう。子どもの成長を

振り返ることができます。

わたしの資源マップ

医療 教育

○○病院 小児科 △△医師 □□保育園 ○○先生 大好き

△□病院 心療内科 ○□医師 △△小学校 □□先生 前担任

月１回通院 ○□先生 現担任

療育 家庭

□○療育園 ○○先生 祖父 △△ 学校の送り迎え

２～４歳 週２回 妹 ○○ いつも一緒に遊ぶ

叔父 □□ 大好き

わ
た
し
の
身
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わたしの親の願い

親の願いを書き綴ってください。支援のためには、

親の想いや願いを大切にしたいと考えています。家族

に寄り添う支援の参考になります。

就学前（生まれる前から３歳頃までの状況）

生育の状況について、必要な項目をピックアッ

プしています。該当の□にチェックをしてくださ

い。母子健康手帳に記入してある記録を参考に記

入します。
「アプガール得点」とは、生まれ

たばかりの赤ちゃんの全身状態を表

す指標で、通常は出産に立ち会った

医師が採点します。母子健康手帳に

記入されますが、記入されていない

こともあります。「その他特記すべ

き事項」とは、出生時に受けた治療、

処置等を記入します。

○乳の飲み方はどうでしたか？

□普通 □弱かった □その他（ ）

｢その他｣は、授乳の際に困ったことや心配したこと等を記入します。

○指差しで要求をしましたか？ □はい □いいえ

自分のほしい物や行きたい場所等を言葉で表現しないで、指さしをして示

す行為です。

発育・発達の状況について、実際に、できだ

した時期を記入します。

Ｖｅｒ．２
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わたしの乳幼児健診の状況

乳幼児健診での健診結果や気になることなどを記入

します。

わたしの主な既往歴

主な既往歴欄には、年齢・病名・治療内容・治療期

間・医療機関名など、わかる範囲で簡潔に記入してく

ださい。

わたしの所属歴

関係機関が学校等との連携を図るための資料となり

ます。学校名等を記入してください。担任名を記入し

ておくと、直接担任と連絡が取れ、

連携を図ることができます。

出欠の状況も大切な情報です。

主な既往 ★年齢・病名・症状・治療内容・治療期間・医療機関名

歴 （例）１歳８ケ月 ぜん息 服薬治療(○年○月～○年○月）

△△医院□□先生

幼児期の ★１歳６ヶ月児健診の頃に気になったことや健診で医師等からお話があっ

健診の状 た場合は内容をお書きください。

況 （例）歩き始めるのが遅く、１歳半の頃やっと歩けるようになった。

言葉を何も言わないため、児童相談所を紹介された。

わたしの所属歴
わたしの保育園・幼稚園・小学校・中学校・高等学校等

年 齢 所属園・学校名 学年・組 担 任 名 備考(欠席日数等)

１歳

２歳

３歳

４歳 □□保育園 もも組 ○△ ○△ 欠席 １５日

５歳 ○○幼稚園 うさぎ組 □□ □□ 欠席 １２日

６歳 〃 ぞう組 □□ □□ 欠席 ２４日

７歳 △△小学校 １年２組 ○○ △△ 欠席 ２日

８歳 〃 ２年２組 △△ □□

９歳

Ｖｅｒ．２
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わたしの通級による指導の記録

通級指導教室の担任や期間を記入します。所属

歴と同じように、担当との連携をとるための情報

です。担任名とともに、週あたりの通級日数等を

書いておくと参考になります。

わたしが療育訓練のために利用した機関名

所属歴や通級指導等と同様に、療育訓練に利用

した機関を記入します。療育の目的や経過・状況

は連携のための情報として大切ですから、詳細は

別紙に記入します。

現在の状況＜本人の特徴＞

お子さんの家庭での状況や気になることを記入

してください。困り感に寄り添う支援や共通理解

のための大切な資料となります。

学校や関係機関がお子さんの支援計画を策定し

たり、指導計画を立案するための参考にもなりま

す。

わたしの現在の状況＜本人の特徴＞

記入者氏名（○○ △△ ） 記入年月日（Ｈ２０年 ４月 １日） 年齢（ ３歳）

１ 行うことのできる学習課題や作業、仕事（屋内、屋外、家庭で、など）

・積木を(２つ・３つ以上)重ねることができる ・大きい小さいが分かる

・周囲の人の動作などをまねることができる ・△△まで数えられる

・ひとりで信号を見て、横断歩道を渡ることができる。など

２ 好み、落ち着く時間の過ごし方（屋内、屋外、家庭で、など）

Ｖｅｒ．２
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療育

療育機関名等について記入します。療育機関で

の取組や本人の様子については、療育の担当者に

も記入してもらいましょう。具体的なやり方や細

かな注意点などが記入されていると学校等での支

援の参考になります。

教育＜就学前＞＜小学校・中学校・高校＞

「学校での取組」「家庭での取組」について

は、学校と保護者とが指導・支援内容を一緒に

考えて記入します。学校と家庭での教育の一貫

性はとても重要です。学校と家庭の方向性を同

じにします。

このページの代わりに、学校・園で作成され

ている「個別の指導計画」を利用することもで

きます。
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就労

就労に向けて大切にした

いことの一部を、例として

一覧にしています。本人の

状況について記入します。

また、就労の記録をつづ

ることで、事業主とのつな

がりや生活支援センター等

の関係機関とのつながりに

利用できます。

就労のページには本人が

記入することも想定して読

みがなを入れています。

Ｖｅｒ．２


